
 

北広島市立東部小学校 

 

・体力向上プラン 

・実践概要 
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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・地域や家庭と連携を図り、休日において 

も運動する子どもを育成する。 

・運動の楽しさを味わい、学校以外におい 

ても運動に取り組む子どもを育成する。 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・男子の土日における運動時間が少ない。 

・「運動やスポーツをする時間が減った」

と回答した児童の割合が、全国平均を上

回っている。 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・上体起こしや立ち幅跳びに課題がある。 

・体力合計点における男女差が大きい。 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・新体力テスト 
 
 
 

【成果指標】 
・総合評価でＤ層及びＥ層の児童の割合が
10％未満。 

 
 
・ 
 
【評価結果】 
・中間評価（８月） 
全校において、Ｄ層及びＥ層の児童の割合 
は、８％であった。 

・最終評価（２月） 
第５学年において、Ｄ層及びＥ層の児童の割 
合は、男子 8.1％、女子 3.4％であり、目標を 
達成できた。 

 
 

１ 体力・運動能力の向上を図る体育授業時の補強運動の実施 

・授業の導入時の５分程度を活用して、身に付けさせたい資質・能力に応じた補強 

運動を実施し、体力・運動能力の向上を図る。 

 ・動画を用いた準備運動を実施する。 

２ ＩＣＴを効果的に活用した授業改善の推進 

・すべての児童が自分の動きの質の向上を実感できるよう、ＩＣＴを効果的に活用 

し、動画を用いて準備運動を行ったり、撮影した映像をもとに、協働的な課題解 

決場面を設定したりするなど、授業改善を推進する。 

３ 組織的な体力・運動能力向上の取組  

 ・冬季における 90秒間なわとびの取組を全校で実施することにより、体力・運動 

能力の向上を図る。 

 

 

 

 
・体力・運動能力の向上を図る体育授業における補強運動の実施 

・ＩＣＴを効果的に活用した授業改善の推進 

・体力向上や生活習慣改善に向けた、家庭への情報発信の充実 

令和４年度 北広島市立東部小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・体育授業の授業改善を通して、体力・運動 

能力の向上を図る。 

・総合評価でＤ層及びＥ層の児童の割合を

10％未満にする。 

 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の児童
質問紙 

・生活目標の振り返り 
 

【成果指標】 
・「放課後に遊んだり、運動したりしている」と
回答した児童の割合が 80％以上 

・土・日における運動時間が全国平均以上 

【評価結果】 
・中間評価（８月）及び最終評価（２月） 
「放課後に遊んだり、運動したりしている」 
と回答した児童の割合は 87％であり、目標を 
達成できた。 
土日における運動時間は、女子は全国平均を 
上回ったが、男子は全国平均を下回ったこと 
により、目標を達成できなかった。 

 
 

【取組指標】 
１ 全学年全単

元で実施し、

各種調査時に

応じて振り返

りを行う。 

２ 各種調査時

に応じて振り

返りを行う。 

３ 冬季に毎時

間実施する。 

【実技調査Ｔ得点の全道との比較】 



北広島市立東部小学校
目指す子どもの姿

全校児童数 372名（男子190名 女子182名）

教職員数 29名

自己肯定感や主体的に運動に取り組む意欲を高める授業づくり

・どんなことでもよく考えてする子
・みんな仲良く助け合う子
・元気で健康な明るい子

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

単元や内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

「導入」場面における指導の手立てのポイント 「まとめ」場面における指導の手立てのポイント「展開」場面における指導の手立てのポイント

・児童に必要感をもたせる導入の場面の工夫

・ＩＣＴの効果的な活用による協働的な課題解決場面の設定

・目標の達成状況や自己の変容を実感できる振り返り活動の設定

・年間を通して、体力向上プランに位置付けた運動を

準備運動と合わせて実施

・児童の活動の様子や発言から把握した学習状況を踏

まえ、児童にとって必要感のある学習課題を設定

・学習課題を踏まえ、運動のポイントを確認すること

により、児童が自分の課題を把握

・自分の課題に基づいて、練習方法及び内容を選択

・ＩＣＴを活用し、動きの改善に向けて話し合ったり

練習したりする協働的な学びの場面を設定

・学習課題に基づいた振り返り活動を設定

・学習活動を通して「できたこと」「できなかった

こと」「友人の動きを見て気付いたこと」など、

振り返りの視点を明示

・自己の変容を実感させる教師によるフィードバッ

クを工夫

【縄跳び90秒チャレンジ】【ラダー運動・体幹運動】 【自分で運動を選択】 【ＩＣＴを活用し動きを確認】 【自己の変容を実感できる振り返り活動の設定】



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

運動量の保障に向けた教育課程の編成 授業改善に向けた研修会の実施

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・全学年が同時期に同じ運動領域を学習できるよう指導
計画を改善するなど、カリキュラム・マネジメントを
推進することにより、用具の準備等の時間を短縮し、
学習活動を効果的に行うことができるよう工夫

・冬季休業中に市内の教員を対象に、「体育授業の工夫
改善に関する研修会」を実施し、単元構成、学習課題
の設定等をテーマに研修を行うなど、地域における授
業改善を推進

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査での実技調査に

おいて、男女とも全種目で全国平均を上回った。

・総合評価のＤ層及びＥ層の割合は、男子8.1％、

女子3.4％であり、10％未満にするという目標

を達成することができた。

・土日の運動時間について、女子は、全国平均を上回っ

た。

・１週間の総運動時間について、男子は、全国平均を上

回った。

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の「20ｍシャ
トルラン」の結果において、児童の持久力に課題が
見られることから、授業改善を一層推進し、すべて
の児童の体力向上を図る。

・児童質問紙調査の結果において、平日のスク
リーンタイムが３時間以上と回答している男子
の割合が、全国平均よりも高いことから、望ま
しい生活習慣の確立に向けて、家庭との連携を
図る。

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体
的な充実に向けて、ＩＣＴの効果的な活用を推
進する。

【カリキュラム・マネジメントの推進】 【「体育授業の工夫・改善に関する研修会」の実施】

・


